
平成 25年 8月 26日 
会員各位 
 

日本植物病理学会東北部会 
会長	 本藏	 良三 

 
 

平平成成 2255 年年度度日日本本植植物物病病理理学学会会東東北北部部会会のの開開催催ににつついいてて   
（（公公開開シシンンポポジジウウムム同同時時開開催催））   

  
暑中の候、会員の皆様には益々ご健勝のこととお慶び申し上げます。 

さて、平成 25年度日本植物病理学会東北部会を下記のように開催いたしますので、 
万障お繰り合わせの上ご出席くださいますようお願い申し上げます。 
なお、今年度の部会は 2 日目に一般市民が参加可能な公開シンポジウムを実施したしま

す。会員の方はもとより、農業関係者等の方々にも公開シンポジウムご紹介いただき、よ

り多くの方々にご参加くださいますようお願い申し上げます。 
	 なお、公開シンポジウムは参加無料ですが事前申し込みをお願いします（150名定員）。	 
 

記 
1. 日時 
平成 25年 10月 28日（月曜日）	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	  

 幹事会	 	 	 	 	 11:00 ～ 12:30	 	 	 	  
 一般講演	 	 	 	 13:00 ～ 17:00 
 懇親会	 	 	 	 	 18:30 ～ 20:00	 	 	  

	 	 	 	 	  10月 29日（火曜日） 
	 	 	 	  総	 会	 	 	 	 	  9:15  ～ 9:45	 	 	  
	 	 	 	 	  一般講演	 	 	 	  9:45 ～ 12:00 
            公公開開シシンンポポジジウウムム 1133::0000	 	 〜〜1166::0000  
	 	 	 	 	 	 （仮題	 東北の環境保全型農業を支える新たな病害防除技術と将来展望） 

2. 場所 
一一般般講講演演、、総総会会会会場場：秋田市にぎわい交流館 
〒010-0001	 秋田県秋田市中通一丁目 4番 1号 
http://www.akita-nigiwai-au.jp/ 
懇懇親親会会会会場場：秋田ビューホテル 
〒010-0001	 秋田県秋田市中通二丁目 6番 1号 
TEL：018-832-1111   http://www.akitaviewhotel.jp/ 
 

3. 講演並びに参加申し込み 
（１）	 講講演演及及びび参参加加申申しし込込みみ締締めめ切切りり：9月 30日（月） 
（２）	 参参加加費費（（講講演演要要旨旨集集負負担担金金））：	 1000円（一般）、500円（学生） 

公開シンポジウムのみは無料 
（３）	 懇懇親親会会費費：6000円（一般）、4000円（学生） 
（４）	 参参加加申申しし込込みみ：原則として e-mail でお願いします。本文中に①申込者氏名、

②所属（略称）、③懇親会出席の有無、④「一般」もしくは「学生」の区分を明

記して、［sfuji@akita-pu.ac.jp］宛にお送りください。 
	 e-mail をご使用でない方は、別添えの参加申込書に必要事項を記入して、下
記の事務局まで郵送か FAXで送付してください。 

（５）	 講講演演申申込込：原則として e-mailでお願いします。①発表者全員の氏名（演者の名
前の前に○印）、所属（略称で記す。所属が複数の場合は、名前の後に＊印を付

し、それぞれの所属名の前にそれぞれ対応する＊を付す）、③和文演題、④英文



演 題 、 ⑤ 発 表 責 任 者 の e-mail ア ド レ ス の 5 項 目 を 記 載 し て

［sfuji@akita-pu.ac.jp］にお送りください。 
	 e-mail をご使用でない方は、上と同じ内容を記載して事務局まで郵送あるい
は FAXで送付してください。 

（６）	 講講演演要要旨旨締締めめ切切りり：講演を申し込まれる方は 99 月月 3300 日日ままででに要旨を送付し
てください。書式は別添資料を参照してください。送付は原則として e-mailで
［sfuji@akita-pu.ac.jp］までお願いします。e-mailをご使用でない方は、99 月月
3300 日日必必着着で印刷物を下記事務局まで郵送してください（FAX は受け付けませ
ん）。 

（７）	 講講演演方方法法ににつついいてて：1課題 12分（講演 10分、質疑 2分）を予定しています。
（講演申込状況により変更することがあります。）発表は PCプロジェクターを
使用しますので、当日はプレゼンテーション用ファイルを記録した CD-R、ある
いは USBメモリーを受付で提出してください。なお、使用するプレゼンテーシ
ョン用ソフトウェアーはマイクロソフト社製パワーポイント（Windows 版 
PowerPoint2003）ですので、使用可能なファイルの作成をお願いいたします。
その際、アニメーションなどの効果は一切使用しないでください。 

4. 会場までの交通機関及び宿泊 
（１）	 宿泊：各自でご予約ください。 
（２）	 会場（にぎわい交流館）までのアクセス：下の地図を参照 
（３）	 懇親会会場（秋田ビューホテル）：同上 

 
	 	 	 	 	 	 	 	 	  
 
 

 
 
 
 
 
 

 
 

 

平成 25年度日本植物病理学会東北部会開催事務局 
〒010-0195 
秋田県立大学	 生物資源科学部 
藤	 晋一 
TEL：018-872-1640	 	 	 	 	 	 	 	 	  
FAX：018-872-1678 
e-mail: sfuji@akita-pu.ac.jp 
 

!



Wordファイルによる講演要旨の作成要領 

 
発表者の方は、講演要旨原稿を平成 25年度日本植物病理学会大会に準じて、以下のようにMS Wordフファァ
イイルルでで作作成成して、E メールに添付して、平成 25 年 9 月 30 日（月）までに秋田県立大学	 藤	 晋一

［sfuji@akita-pu.ac.jp］へお送りください。ファイル名は「発表者氏名」＋「.doc」として下さい。
Word ファイルによる原稿作成・E メールによる送付ができない場合は、藤までご連絡ください

018-872-1640）。 

 
Wordを起動し、「用紙」を A4縦方向にする．「フォント」を日本語用は平成明朝または MS明朝，英数字

用は Time New Roman，スタイルを標準，サイズを 9にする．「余白」を上 15mm，下 30mm，左 25mm，右
25mm とし，「文字数」を 50，「字送りを」9pt，「行数」を 51，「行送り」を 14pt にする．全角の英数字は

使わない．「配置」は「両端揃え」に，句読点は「，」と「．」とする． 

題目、本文中とも，学名などを必要に応じイタリックにする． 
 

和和文文講講演演者者氏氏名名（1行）：講演者が複数の場合は中点で区切り，発表者名の前に○印を付ける．所属が異な

る場合は，発表者名の後に 1（上付），2（上付）印を付ける． 
和和文文題題目目（2行以内）：：フォントは平成角ゴシックまたは MSゴシックとする． 

英英文文講講演演者者名名とと英英文文題題目目（2行以内）：氏名は family name，first name initial，middle name initial の順に書
き，first name initial，middle name initial の間にはスペースを空けない．タイトルとの間は，コロン（：）

で区切る． 

本本文文：9行以内で記載する． 
所所属属略略称称：（1行）：行スタイルを「右揃え」に変更．中点で区切り，必要があれば１，２の印を付ける． 

発発表表希希望望分分野野：「菌類病」，「ウイルス・ウイロイド病」，「細菌・ファイトプラズマ病」，「植物保護」の中

から 1つを選択してください． 
発発表表内内容容：「分類・同定」，「検出・診断」，「病原体の性状」，「発生生態」，「感染生理」，「病原性・抵抗性」，

「防除薬剤・薬剤耐性」，「生物防除・防除法」，「その他」の中から 1つを選択してください．ただし、「そ
の他」の場合には，内容を示すキーワードを付記してください． 

対対象象植植物物：カタカナで記載してください． 

対対象象微微生生物物：和名または学名で記載してください． 
発発表表者者のの氏氏名名  
発発表表者者のの Eメメーールル  
 
講講演演要要旨旨原原稿稿のの例例  
 
○氏名 A1

・氏名 B2
・氏名 C3 

和文タイトル（角ゴシックか MSゴシック） 
Name, A., Name, B., and Name, C. : English Title (Times New Roman and Italic)  
本文は，9 行以内で－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－
－－－－－－－－－－－－－－－－－－―－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－
－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－

－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－

－－－－－－－－－－－－－－－－－―－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－
－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－

－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－

－－－	 記載する． 
（

1
所属 A・2

所属 B・3
所属 C） 

 



平成 25年 8月 26日 
各位 

日本植物病理学会東北部会 
会長	 本藏	 良三 

 
日日本本植植物物病病理理学学会会東東北北部部会会公公開開シシンンポポジジウウムムのの開開催催ににつついいてて   
東北の環境保全型農業を支える新たな病害防除技術と将来展望  

  
暑中の候、会員の皆様には益々ご健勝のこととお慶び申し上げます。 

さて、平成 25年度日本植物病理学会東北部会の開催に合わせて、一般市民が参加可能な公
開シンポジウムを実施したします。会員の方はもとより、農業関係者をはじめとしてより

多くの方々にご参加くださいますようお願い申し上げます。 
	 なお、公開シンポジウムは参加無料ですが、事前申し込みをお願いします（150名定員）。	 

記 
5. 日時 
平平成成 2255 年年   1100 月月 2299 日日（（火火曜曜日日））1133::0000	 	 〜〜1166::0000	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	   

	 	 ①My 田んぼ情報でイネの冷害、高温障害、病害発生を防ぐ 
      －Googleマップによる水稲栽培管理情報システム－ 

山形大学	 小林	 隆 
 
②ばか苗病が増えている原因と農家ができる対策 
	 －その発生生態からみえる増加要因－ 

秋田県立大学	 藤	 晋一 
③キュウリを萎れさせるホモプシス根腐病 
  －その発生実態と防除対策－ 

岩手県農業研究センター	 岩館	 康哉 
④総合討論 
	 東北の農業の発展のために 
	 －植物病理学ができること・農家が求めること－ 

	 座長 
宮城大学	 本藏	 良三 

6. 場所 
会会場場：：秋秋田田市市ににぎぎわわいい交交流流館館   
〒010-0001	 秋田県秋田市中通一丁目 4番 1号 
http://www.akita-nigiwai-au.jp/ 

7. 参加申し込み 
（１）	 参参加加申申しし込込みみ締締めめ切切りり：9月 30日（月） 
（２）	 参参加加費費	 無料 
（３）	 参参加加申申しし込込みみ：原則として e-mail でお願いします。件名を「公開シンポジウ

ム参加申し込み」とし。本文中に①申込者氏名、②所属（略称）、を明記して、

［sfuji@akita-pu.ac.jp］宛にお送りください。 
	 	 e-mailをご使用でない方は、次頁の問い合わせ先に直接ご連絡ください 

	 	 	 	 	 	 	 	 	  



 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 
 

問い合わせ先 
平成 25年度日本植物病理学会東北部会開催事務局 
〒010-0195 
秋田県立大学	 生物資源科学部 
藤	 晋一 
TEL：018-872-1640	 FAX：018-872-1678 
e-mail: sfuji@akita-pu.ac.jp 


